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  Information

                      問い合わせ 役場 ☎ 84 － 2121 保健福祉課 ☎ 84 － 2023 地域包括支援センター ☎ 84 － 4495 教育委員会 ☎ 84 － 4240

そ
の
他

情報ひろば情報ひろば

北
海
道
最
低
賃
金
の
改
定

北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者
お
よ

び
そ
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

（
臨
時
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
を
含
む
）
に
適
用
さ
れ
る
北
海
道
最

低
賃
金
が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

時
間
額

８
６
１
円

効
力
発
生
日

10
月
3
日
㈭

※
最
低
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤

手
当
、
家
族
手
当
、
臨
時
に
支
払
わ

れ
る
賃
金
お
よ
び
時
間
外
等
割
増
賃

金
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な

い
場
合
は
、
最
低
賃
金
法
違
反
と
し

て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
名
寄
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
１
６
５
４
‐
２
‐
3
１
８
６

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は
届
け
出
を

土
地
の
売
買
・
交
換
・
営
業
譲
渡
な
ど
、

大
規
模
な
面
積
の
土
地
取
引
に
係
る
契

約
を
締
結
し
た
場
合
に
は
、
町
を
通
じ

て
北
海
道
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。
雄

武
町
で
は
取
引
面
積
が
、
都
市
計
画
区

域
で
５
千
㎡
以
上
、
そ
の
他
の
区
域
で

１
万
㎡
以
上
の
場
合
に
届
け
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

届
出
者

土
地
の
権
利
取
得
者

※
売
買
で
あ
れ
ば
買
主

届
出
期
限

契
約
締
結
日
を
含
め
２
週
間
以
内

白
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

白
寿
（
99
歳
）
を
迎
え
ら
れ
た
神
尾
ミ

ヨ
さ
ん
に
、
町
か
ら
祝
金
と
祝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

↑白寿を迎えられた神尾ミヨさん（中央右）

道
有
林
へ
の
入
林
自
粛

エ
ゾ
シ
カ
狩
猟
期
間
中
（
地
域
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
地
域
は
10
月

1
日
～
3
月
31
日
ま
で
）
は
、
多
く
の
狩

猟
者
が
道
有
林
へ
入
林
し
ま
す
。

狩
猟
に
伴
う
事
故
防
止
の
た
め
、
こ
の

期
間
は
可
猟
区
域
へ
の
入
林
を
控
え
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
開
放
林
道
に
設
定
し
て
い
る
林

物
品
の
寄
贈
に
つ
い
て

こ
の
た
び
、有
限
会
社
旭
工
業
様
か
ら
、

防
災
備
蓄
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と

で
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
住
民
生
活
課
住
民
活
動
係

道
周
辺
に
つ
い
て
は
、
狩
猟
規
制
区
域
に

設
定
す
る
た
め
入
林
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、可
猟
区
域
の
林
道
入
り
口
に
は
、

狩
猟
通
行
路
線
の
注
意
喚
起
看
板
が
設
置

し
て
あ
り
ま
す
。

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
森
林
等
被
害
を
低
減

す
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
北
海
道
水
産
林
務
部
森
林
環
境
局
道
有

林
課
道
有
林
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
５
１
９

届
出
事
項

契
約
当
事
者
の
氏
名
・
住
所
等
、
契

約
締
結
年
月
日
、
土
地
の
所
在
・
面

積
、
権
利
の
種
別
・
内
容
、
取
得
し
た
土

地
の
利
用
目
的
、
土
地
対
価
の
額

提
出
書
類

・
届
出
書
（
窓
口
備
え
付
け
）

・
土
地
取
引
に
係
る
契
約
書
の
写
し
、
ま

た
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

・
土
地
位
置
図
（
５
万
分
の
１
以
上
の
地

形
図
）

・
土
地
お
よ
び
付
近
の
状
況
を
明
ら
か
に

し
た
５
千
分
の
１
以
上
の
図
面

・
土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し
た
図
面

・
委
任
状
な
ど

問
財
務
企
画
課
企
画
調
整
係

特
設
行
政
相
談
所
の
開
設

10
月
7
日
㈪
か
ら
13
日
㈰
は
行
政
相
談

週
間
で
す
。

毎
月
第
２
火
曜
日
の
定
例
相
談
所
開
設

に
加
え
、
10
月
15
日
㈫
に
『
特
設
行
政
相

談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

些さ
さ
い細

な
こ
と
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時10

月
15
日
㈫

13
時
30
分
～
15
時
30
分

開
設
場
所

役
場
町
民
ホ
ー
ル

行
政
相
談
委
員

近
江
谷

春
夫
氏
（
末
広
町
二
区
）

☎
８
４
‐
３
４
０
２

不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
に
灯
油
や
重
油

を
混
ぜ
た
り
、
軽
油
以
外
の
石
油
製
品
か

ら
軽
油
を
密
造
し
た
も
の
な
ど
を
い
い
、

こ
れ
ら
を
製
造・販
売・使
用
す
る
こ
と
は
、

脱
税
行
為
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
大
気
汚

染
や
硫
酸
ピ
ッ
チ
の
不
法
投
棄
に
も
つ
な

が
る
な
ど
、
私
た
ち
の
健
康
に
重
大
な
影

響
を
与
え
る
悪
質
な
犯
罪
で
す
。

北
海
道
で
は
、
不
正
軽
油
撲
滅
に
向
け

て
関
係
機
関
と
連
携
し
、
取
り
締
ま
り
を

さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。「
不
正
軽
油
」
に

つ
い
て
の
情
報
が
あ
れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
不
正
軽
油
ス
ト
ッ
プ
１
１
０
番

☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
２
‐
１
１
０

問
紋
別
道
税
事
務
所

☎
０
１
５
８
‐
２
４
‐
２
６
２
６

10
月
は
不
正
軽
油
防
止
強
化
月
間

令
和
元
年
８
月
27
日
か
ら
の
北
九
州
を

中
心
と
し
た
大
雨
に
よ
り
、
多
く
の
家
屋

や
林
道
、
農
地
の
冠
水
被
害
な
ど
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
雄
武
町
と
友
好

関
係
に
あ
る
佐
賀
県
武
雄
市
に
お
い
て
も

多
数
の
被
害
を
受
け
、
現
在
復
旧
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
武
雄
市
に
て
災
害
義

援
金
の
受
付
口
座
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

・
口
座
記
号
番
号

０
０
９
２
０
‐
２
‐
２
７
７
１
８
５

・
加
入
者
名

武
雄
市
災
害
義
援
金

（
タ
ケ
オ
シ
サ
イ
ガ
イ
ギ
エ
ン
キ
ン
）

※
払
込
取
扱
票
を
用
い
た
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

窓
口
か
ら
の
振
込
手
数
料
は
無
料
で
す
。

○
佐
賀
銀
行

・
支
店
名
（
店
番
号
）

武
雄
支
店
（
６
５
５
）

・
口
座
番
号

２
１
０
９
７
９
８

・
口
座
名
義

武
雄
市
災
害
義
援
金

（
タ
ケ
オ
シ
サ
イ
ガ
イ
ギ
エ
ン
キ
ン
）

※
地
方
銀
行
協
会
の
金
融
機
関
か
ら
の
振

込
手
数
料
は
無
料
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
武
雄
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
財
務
企
画
課
企
画
調
整
係

佐
賀
県
武
雄
市
災
害
義
援
金

10 月 19日㈯
総合防災訓練を実施します

近年は気象の変化が激しく、全国各地でかつてない災害が頻
ひ ん ぱ つ

発しています。
九州の豪雨被害や、千葉県の台風による大規模停電などは記憶に新しいところです。昨年は胆振東部

地震の影響で、雄武町でも停電を余
よ ぎ

儀なくされました。今、まさに、一人ひとりが災害に対する心構え
を見直す必要があります。

そこで、町では町民の防災意識向上のため、関係機関と連携した総合的な防災訓練を実施し、「自助」
「共助」「公助」の役割分担と地域の特性に応じた防災体制の確立を図ることを目的に、大雨・洪水警報、
土砂災害警戒情報を想定した総合防災訓練を実施します。 

なお、町内全域で防災無線でのサイレン吹鳴・緊急放送を行いますので、ご了承願います。

日 時
10 月 19 日㈯ 10 時から 14 時まで

主会場（中心避難所）
音稲府地域住民センター

他の避難所
幌内歴史と生活の家、沢木住民センターつどーれ、
町民センター、地域交流センター、日の出寿の家

◆ 他の避難所では避難所開設訓練を行いますので、地域の人は最寄りの避難所へ避難してください。
 その後、希望される人は主会場へ移動してください。
 （移動手段がない人は送迎バスをご利用いただく予定です）

◆ 主会場では避難所開設訓練のほか、緊急車両展示、煙体験ハウス、段ボールベッド、炊き出し ( カ
 レー )、気象に関する講話を計画しています。

◆ 訓練に併せて、陸上自衛隊のヘリコプター１機が飛来します。（ヘリポートは豊丘小グラウンド）
◆ 詳細は、避難所最寄りの自治会による回覧と、新聞折込チラシでお知らせしています。

問住民生活課住民活動係


